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大阪市生野区におけるデイサービスを拠点とした
在日コリアン高齢者の地域生活とその特性
黒 木 宏 一*
Based on Day Service in Ikuno-ku, Osaka
Community Life and Characteristics of Korean Elderly in Japan
kurogi Hirokazu*
Abstract
The purpose of this study is to clarify the actual conditions of elderly persons living their lives 
independently as subjects, to identify its constituting factors and to investigate the directionality 
of elderly persons’ welfare. In order to do so we will focus on the welfare services that support the 
community living of Korean elderly persons in Ikuno Ward, Osaka City, where local resources and 
communities are abundant. The results of this study can be summarized as the following:
(1) Korean elderly persons living in Japan can realize their independent living by receiving close 
support of the family living nearby.
(2) For their community life, they actively utilize local resources such as parks, public baths, 
supermarkets, coffee shops, hospitals, etc. In this way, a diversified and high-quality community is 
formed, where reciprocal support between elderly can be created.
(3) In case there are day services located closely to local resources and the elderly persons which 
utilize these, it will procure a mechanism which enhances their independent living.
(4) The factors of how the space in the day services is created and how activities are being provided, 
heavily influence the elderly persons’ behavior.
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定員は 25 名で，利用者は 5 割が在日高齢者，残り 5 割が日本人高齢者である。利用者の





定員は 47 名と，他の事例と比べると最も定員が多い。利用者の平均介護度は 2.56 と他の
事例と比べて最も重度である。全ての利用者は送迎で通所しており，生野区・城東区・東大





認知症の程度などを考慮し，聞き取りが可能な方をスタッフに選出してもらい，Sa で 10 名，
Mu で 3 名，Ha で 6 名の利用者にヒアリング調査を実施した。
ヒアリングを実施した高齢者 19 名のうち，18 名が女性であり，女性利用者の割合が高い。
Sa の利用者は要支援２〜要介護度１と，自立度が高い。Mu や Ha では，要介護度２〜４程
度で，自立度が低い利用者が大半を占める。出身は，済州島出身者が 10 名，韓国半島部出
身者が 7 名，日本出身が１名と，済州島出身者以外の高齢者も多く存在している。デイサー
ビスの利用頻度は，Sa で週 4 回，Mu で週 3 回，Ha で週 2 回と，介護度の平均が低い Sa




高齢者の世帯構成は，一人暮らしが 19 名中 14 名と，7 割を占め，殆どが独居の状態であ




利用者 年齢 性別 介護度 ADL 認知症の程度 出身地 居住地 利用頻度 生活保護 年金
Sa-01 86 女 1 ― ― 済州道 桃谷 3 週 6
5/10 1/10
Sa-02 75 女 2 ― ― 韓国 北巽 ―
Sa-03 74 女 1 ― ― 日本 中川東 週 6
Sa-04 87 女 1 ― ― 韓国 桃谷 3 ―
Sa-05 84 女 1 ― ― 済州道 鶴橋 1 週 5
Sa-06 82 女 1 ― ― 済州道 桃谷 4 週 6
Sa-07 91 女 1 ― ― 済州道 中川 5 週 3
Sa-08 86 女 1 ― ― ― 勝山北 週 4
Sa-09 86 女 要支援 2 ― ― 済州道 桃谷 5 週 1
Sa-10 81 女 要支援 2 ― ― 済州道 桃谷 4 週 4
Mu-01 82 女 2 ― ― 韓国 北巽 週 4 〇 ×
Mu-02 73 女 2 ― ― 済州道 中川西 週 2 〇 ×
Mu-03 88 女 2 ― ― 慶尚南道 田島 4 週 4 〇 ×
Ha-01 86 男 2 A2 I 済州道 東大阪 週 2 〇 ×
Ha-02 79 女 3 A1 I 忠清南道 勝山北 週 2 〇 ×
Ha-03 93 女 4 B1 なし 済州道 勝山南 週 1 〇 ×
Ha-04 87 女 2 A1 I 済州道 鶴橋 4 週 3 × ×
Ha-05 80 女 1 A1 なし 忠清南道 桃谷 4 週 2 × ×





利用者 世帯構成 家族の居住地 家族の行き来 食事 掃除 買い物
Sa-01 一人暮らし 近居 週に数回 自炊 自分 自分
Sa-02 夫・娘と同居 同居 自炊 自分 自分
Sa-03 一人暮らし 遠方 月に一回程度 ヘルパー ヘルパー ヘルパー
Sa-04 一人暮らし 近居 週に数回 ― ― ―
Sa-05 娘と同居 同居 娘 娘 自分
Sa-06 一人暮らし 近居 週に数回 自炊 自分 自分
Sa-07 一人暮らし 近居 月に一回程度 自炊 自分 自分
Sa-08 娘と同居 同居 娘 娘 娘
Sa-09 一人暮らし 近居 月に一回程度 自炊 自分 自分
Sa-10 一人暮らし 近居 なし 自炊 自分 自分
Mu-01 一人暮らし 近居 週 4 自炊 ― ヘルパー
Mu-02 一人暮らし ― なし 自炊 自分 自分
Mu-03 一人暮らし 近居 毎日泊まりに来る 自炊 自分 自分
Ha-01 一人暮らし 近居 毎日 娘 娘 娘
Ha-02 一人暮らし ― なし 自炊 自分 自分
Ha-03 一人暮らし ― たまに ヘルパー ヘルパー ヘルパー
Ha-04 嫁と同居 同居 嫁 嫁 嫁
Ha-05 娘と同居 同居 娘 娘 娘






















利用者 買い物 銭湯 公園 病院 カラオケ 喫茶店 デイ利用の契機 デイへの行き来
Sa-01 M スーパー R 銭湯 × K 病院 × × 家族 徒歩
Sa-02 スーパー 〇 ― 〇 × ― 友人 自転車
Sa-03 M, K スー パー 〇 T 公園 K 病院 × × 友人 自転車
Sa-04 ― ― ― ― × ― 友人 ―
Sa-05 K 商店街 〇 ― K 病院 〇 〇 通りがかって 電動カー
Sa-06 スーパー R 銭湯 K 公園 〇 × × 友人 徒歩
Sa-07 K スーパー ― T 公園 ― ― ― 友人 送迎
Sa-08 K 商店街 × ― ― ― ― ― 徒歩
Sa-09 M, K スー パー 〇 K 公園 ― 〇 〇 ― 徒歩
Sa-10 M スーパー R 銭湯 × 〇 × × 病院の先生 徒歩
Mu-01 ― × 〇 〇 × × 居宅介護事業所 送迎
Mu-02 スーパー 〇 K 公園 K 病院 × × ケアマネージャー 送迎
Mu-03 スーパー 〇 × 〇 × × ケアマネージャー 送迎
Ha-01 ― × × K 病院 × × ケアマネージャー 送迎
Ha-02 スーパー × × K 病院 × × 友人 送迎
Ha-03 ― × 〇 K 病院 × × ― 送迎
Ha-04 ― × × K 病院 × × 家族 送迎
Ha-05 ― × × K 病院 × × 家族 送迎
Ha-06 スーパー ― ― 〇 × 〇 家族 送迎




パーや K スーパー，K 商店街は，Sa 利用者に共通して利用されている。銭湯の利用も多く，
R 銭湯は Sa 利用者によく利用されている。Sa 利用者の多くは徒歩で通っており，居住地域
が近い事と，Saの近所にMスーパ ・ーKスーパー，K商店街，R銭湯が立地しているため（図2），
共通した地域資源の利用に繋がっている。公園の利用は，Sa利用者で，T・K公園の利用が多い。
この公園も，Sa の立地している場所から 100 〜 500m 圏内にあるため（図 2），徒歩での利
用が可能となっていることが，利用の多さに繋がっている。病院の利用は，Sa・Mu・Ha の























































































図 2 は，Sa における利用高齢者の居住地と，地域資源をマッピングしたものである。Sa
の利用者は徒歩で通う利用者が多い。その理由として，Sa が立地する場所が，在日高齢者の
集住地区の中心に位置していることが要因の 1 つとして挙げられ，利用者の多くは，Sa の近
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全体の会話数は，Sa で 126 回と圧倒的に多く，次いで，Mu で 69 回，Ha で 44 回である。
空間別の会話数（図 3）は，Sa の絨毯とソファーがおかれたスペースが最も多く（68），つ
いで Sa のテーブル席（38），Mu の畳スペース（34），Mu のテーブル席（22）である。Ha
では，他の事例と比べて，会話数がどの空間をとっても少ない。








(1) スタッフの働きかけによる過ごし方への影響： Sa では，一斉形式の活動が体操・レクレー
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